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【は じ め に】

　 成田 国際空港で は、世界 の 34 力 国 2 地域 93 都 市 と結ばれ て お り、世界各国 か ら 72 社 の 航空会社 が 乗 り

入 れ て い る。昭 和 53 年の 開港 当初 と 比較す る と年間発着回 数が約 3．6倍、年間旅 客数が 約 4．6 倍、航 空 貨

物量 が 約 5．7 倍 と大 き く飛躍 し た 。平成 21 年 10 月 に 暫定 平行滑走路 が 2，500m で の 供用開始 に 伴 い 、年

間 発 着回数も 20 万 回 か ら 22 万 回 へ と増え る 見込 み で あ る 。本 発 表 で は 、成 田 国際空港で の 航空機 の 運航

に 伴 う周 辺 地 域の 大 気 の 状況 に つ い て 発表 す る。

【測定場所】

　 成田 国際 空 港 で は 、平成 9 年 度ま で 年 1 回 7 日間 の 短 期

測定 を実施 して きた 。 平成 10 年度に 、き め 細 か く測定及び

評価 を 実施す る た め に 、A 滑走路 の 延長 上 の 南北 及 び 風向

特性等を考慮 し滑走路の 直角方向 で あ る東西 に 1 局ずつ 、

合計 4 ヶ 所 に 大気 常時監視局を設置 し た 。 暫定 平行滑走路 　　 A潟走翻 鵬

の 供用 開始前 の 平成 13 年 4A に同滑走路延長 上 の 南北 の 2

ヶ 所 に増設 し、合計 6 ヶ 所 で 年 間 を 通 じ て 大 気測定を実施　丶

して い る 。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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　 影
れ る NO、　NOx、　THC、　 CH1、　 NMHCに つ い て 自動計測器 で測定 し

て い る e

　 気 象項 目と して 風向風速、温度、湿度、H 射 量、放射収　　　　図　大 気常時監視測 定局位置図

支量 も併せ て 測定 して い る。

【結果 と 考察】

　 平成 19 年度 の 測定結果 は、NO2、　 SO2、　 CO、　 SPM に つ い て 環境基準 を達成 した 。しか し、　 Ox に つ い て は 設

置 し て あ る 東部局、西部局 ともに環境 基準 を達成す る こ とが 出来な か っ た。

　 平成 10 年度か らの 経年 変化 で は 、航空機 の 発着 回 数 は 年 々 増加傾向 で あ る の に 対 し 、SO2や CO に つ い て

は環境基準よ り 1．分低い 濃度で 推移 し、NO．、　 SPM 、　 NMHC は 緩や か な減少傾向を 示 し て い た．

　 曜 日別 で は 、NO、　 NO
，、　 SPM、　NMHC が 平 日 に 濃度上昇が確 認 され 、休 日に 濃度上男．が 確認 され た の は Ox で

あ っ た。経時変化 で も朝 晩 に NO、　 rg
’
O

，
，、　 SPM 、　 MIHC、　 CO が 高い こ とか ら、自動車に よ る 通 勤及 び トラ ッ ク等

に よ る 運 搬 の 影 響 で あ る と 考 え られ る。

　 航空機 の 運航 に よ る 影響 が 最 も明確 に 表れ た の は io で あ り、瞬時値 に よ る と航空 機 の 離陸時間 と NO の

濃度 上 昇 の ピーク が
一

致 し て い た。ま た、空 港 が 風 上 と な る 風 向 時 で は 他 の 物 質で も 濃度 が 高 く、航 空 機

の 運 航時間帯 で そ の 濃度 が 高 か っ た。
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